






















The process of establishment of “GUIDELINES FOR CHRISTIAN LIVING”





























































































































































































































































































































合同委員会 ２月21日 （金） 於  日本基督教連盟
合同委員会 ２月22日 （土） 於  日本基督教連盟
教義ノ大要委員会 ２月23日 （日） 於  日本基督教連盟



























































































































修正」〈富田満氏資料C- ２〉 【図３】 であろう （資料の最後のところに「（昭
和十六年六月廿三日第九回教会合同準備委員会）」とある） 36。
第五條ノ二　本教団ノ信徒ノ生活綱領左ノ如シ
一　信徒ハ国体ノ本義ニ徹シテ信仰ヲ磨キ各職域ニ奉公シテ皇運ヲ扶
翼シ奉ルベシ
一　信徒ハ皇国ノ道ニ従ヒテ教義ヲ奉ジ聖日ヲ守リ公同ノ礼拝ニ与リ
聖餐ニ陪シ教会員タルノ義務ニ服スベシ
一　信徒ハ敬虔ノ修業ヲ積ミ純潔ナル生活ヲ営ミ愛ノ業ニ励ミ身ヲ修
メ家ヲ斉ヘ社会風教ノ改善ニ努ムベシ　（以上挿入）
35　都田恒太郎，前掲書，214頁。
36　この資料の中で修正箇所として報告されているのは第６条までだけであり，「文
部省の内審が容易でなかったことが知られる」（土肥昭夫「〔解題〕」，『資料集　第
１巻』305頁）と言われるが，『創立経過報告』（昭和16年６月）33-37頁の「『教団
規則草案』修正」では418条まで修正が加えられたものが掲載されており，全体に
わたって修正の指摘は行われたのであろう。
⑮
金城学院大学キリスト教文化研究所紀要
― 26 ―
文部省との折衝によって「生活綱領」は教団規則の中へ　さて，文部省
による修正前である『日本基督教團教團規則草案』（昭和16年４月24日印
刷）〈富田満氏資料C-13〉【図２】と，今示した「教団規則修正」（1941年
６月23日配布）〈富田満氏資料C- ２〉【図３】とが最も異なるのは，「第五
条ノ二」が新たに加えられた点であろう。この文言自体は，すでに第８回
準備委員会で採択されたものと主旨は同一ではある 37。しかしこれまで我々
が見てきたように，これは第５条の中などに含まれるものではなかったし，
また含めようとするものではなかった。それが，この文部省との折衝にお
いて，第５条の中に挿入されることとなったのである。それは「ノ二」と
ある所以であり，また「以上挿入 38」「以上新ニ挿入 39」と記されている通り
である。よって，この条項は初めから，創立総会の宣言として用いられる
文言としては存在したものの，当初から第５条（すなわち教義ノ大要）と
並び立つものとして作られ，置かれたのではなかったということである。
教団創立総会　こうして，まだ，教団規則が認可される前に，６月24日
に日本基督教団の創立総会を迎えた。創立総会の議事において，『日本基
督教団創立総会記録』（1941（昭和16）年８月30日発行，東京神学大学図
書館蔵。以下，『創立総会記録』）によれば，一日目の「四，議事」のなか
の「（十）教団規則草案承認の件」がある。「信条，教義ノ大要及び信徒の
生活綱領につき」，信条委員長の三浦豕から，信徒の生活綱領が教団規則
中に加える必要が生じた旨等の説明がなされた 40。なお，『創立総会記録』
37　主旨は同一であるが，かなり文言の変更が行われている。字句レベルでの詳細
な検討は別稿で期したい。
38　〈富田満氏資料C- ２〉【図３】。
39　『創立経過報告』34頁。
40　「創立委員長富田満氏より教団規則草案起草の経過報告ありたる後同草案起草の
準備に当りたる左記委員長より教団規則草案の説明をなす。……信条，教義の大要
及信徒の生活綱領につき　信条委員長 三浦豕 （委員長は文部省と折衝の結果教団
規則草案の辞句を修正したる事実並に信徒の生活綱領を教団規則中に加ふるの必要
を生じたる事情をも併せて説明す。）」（『創立総会記録』２頁）。
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からは，創立総会において，当初予定したような，「生活綱領」が宣言と
して用いられた跡は見られない。
３．２　教団規則における「生活綱領」の位置の移動
さて，次に我々が見ることが出来る「生活綱領」は，『日本基督教團教
團規則草案　（昭和十六年九月十九日）』〈富田満氏資料C- ８〉に収められ
たものである。この規則草案に収められている「生活綱領」は，一つ前の
草案と比べて，「第五条ノ二」から第７条に移動している。
他に，最終段階のものとして，『日本基督教團教團規則（決定案）』（1941
（昭和16）年11月11日採択）〈富田満氏資料C-12〉がある。表紙に手書きで，
「十六年十一月十一日（火）午後七時二十五
〔ママ〕
分常議員会採決」とあり，臨
時常議員会（1941年11月11-12日）の記録には「教団規則修正承認の件 議
長より議場の意見を求めたるに承認の動議あり，特に満場起立を以て之を
可決す。時に午後七時二十分 41」とあるから，ここで採決されたもので間
違いないであろう。そこに記されている「生活綱領」はもちろん，第 7 条
に位置している。そして，11月24日に至ってようやく，我々が通常知って
いるところの『日本基督教團教團規則』（鈴木浩二編，日本基督教團出版局，
1941年12月27日発行），すなわち〈1941年版教団規則〉が認可されたので
あった。
４　おわりに
まとめ　以上，第一次史料をもとに，教団成立時の「生活綱領」の成立
経緯を概観してきた。〈1941年版教団規則〉の第７条になぜ「生活綱領」
が位置づけられているかの問いに対しては以下のようにまとめることがで
41　「臨時常議員会」1941年11月11-12日（日本基督教団宣教研究所編纂『日本基督
教団史資料集　第２巻』日本基督教団出版局，1998年，18頁）。
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きる。（一）信条制定の際，日本メソヂスト教会が「使徒信経に生活信条
を附加」することを望んだということ，（二）生活信条を含まない「信仰
告白」が採択された後，信徒の「生活規定」を起草することになったこと，
（三）準備された「生活綱領」は『日本メソヂスト教会条例』の影響が見られ，
当初教団の創立総会の宣言として使う予定であったこと，（四）その後文
部省との折衝で教団規則に組み込むことを要求されたこと，（五）当初は
教義ノ大要と同じ第５条であったものが最終段階で第７条へと変更したこ
と，である。
つまり，教団としては当初から，教団規則の中に「生活綱領」を「教義
ノ大要」と並ぶ形で組み込むつもりはなかったということである。しかし，
「生活綱領」を教団の名による創立総会の宣言として用いようとしていた
のもまた事実である。
今後の課題　本稿は内容において不十分なところがあり，たとえば次の
ような課題が残されている。（一）「生活綱領」が教団規則の中へ組み込ま
れることとなった理由が判然としないこと 42，（二）今回，「生活綱領」の
文言そのものの推移や由来についてまでは調べきれていないこと 43，（三）
42　〈1941年版教団規則〉が認可されるまで文部省との折衝の任にあった藤川卓郎
（メソヂスト）によれば，折衝が「困難」であった理由の一つとして「文部省は宗
教行政を統一しようといふ立場から，神道，仏教，カトリツク教会等の教団規則
と画一的にしたい意向が強かった」からであると記している（「教団認可を前にし
て　藤川卓郎氏談」，『日本メソヂスト時報』第2570号，1941（昭和16）年11月21日）。
そのため，他教団規則との画一化の兼ね合いで「生活綱領」が教団規則の中に挿
入されたとも考えられたが，日本天主公教の教団規則（『日本天主公教教団規則』
1941年５月３日文部大臣認可，南山大学図書館カトリック文庫蔵）を見ても，教団
の「生活綱領」にあたるものは見られなかった。それどころか，教団の「生活綱領」
に位置する『日本天主公教教団規則』第一章総則中の第五条～第八条は，『公共要
理』（編輯兼発行天主公教会，1936（昭和11）年，南山大学図書館カトリック文庫蔵）
の内容・順番をよく反映させたものとなっている。
43　よって，字句レベルでの検討作業を経ない時点で，十把一絡げに“「生活綱領」
は日本メソヂスト教会の影響によるもの”と結論付けることは避けなければならな
いであろう。
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関連して，『日本メソヂスト教会条例』の宗教箇条，特に第16条の成立由
来の詳細な検討の必要性，すなわち英国教会　『39箇条』以降，1784年に
米国で採択された25箇条から成る『メソジスト宗教箇条』という流れの連
続性と非連続性である。それは，宗教改革的遺産・伝統を日本のキリスト
教会がどう受容したかの問題でもある，（四）『日本メソヂスト教会条例』
第16条に表された<教会と国家の関係>であるが，それについて他の日本
プロテスタント諸教派教会はどのような態度をとりえたか，である。これ
ら諸課題については，「日本基督教団成立時の「生活綱領」について（２）
――その思想的系譜 （仮）」として別稿を期したい。
以上
【図１】
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